平成１４年度　第１回　アナログ１種　技術科目


  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　デジタル式ＰＢＸにおける内線代表のサービス機能のうち、（　ア　）機能は、グループ内

に特定の番号を定めておき、その指定された内線番号の電話機が使用中に更に別の着信があっ

た場合に、グループ内の他の空いている内線を選び、呼び出す機能である。　　　　（４点）

	　①　パイロット　　②　サーキュラ　　③　テナント　　④　ロック　　⑤　クラス


　（２）　図は、デジタル式ＰＢＸの内線回路を示したものである。図中のＸは（　イ　）であり、Ｚ

は（　ウ　）を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点×２＝８点）

	　①　リングトリップ回路　　②　符号器　　　　　　③　ハイインピーダンス回路

　④　ループ電流監視回路　　⑤　過電圧保護回路　　⑥　復号器

　⑦　通話電流供給回路　　　⑧　変調器　　　　　　⑨　平衡－不平衡変換回路

　⑩　復調器
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　（３）　デジタル式ＰＢＸの空間スイッチについて述べた次の記述は、（　エ　）。　　　　（４点）

　　　　Ａ　空間スイッチでは、音声情報ビット列を多重化したまま、フレームの時間位置を変えない

で、フレーム単位に時分割ゲートスイッチの開閉に従い、入ハイウェイから出ハイウェイへ

乗り換えている。

　　　　Ｂ　空間スイッチの制御メモリには、各タイムスロット番号に対応したフレーム番号が記録さ

れている。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


（４）　ＰＢＸ相互間を専用線等で結んで通信する場合、ユーザの情報と信号とを分離する共通線信

号方式には、信号の転送方法としてＩＴＵ－Ｔ勧告の（　オ　）方式を準用したものや、ＴＴ

Ｃ標準の共通チャネル形信号方式を準用したものなどがある。　　　　　　　　　　（４点）

	　①　Ｄチャネル　　　　　②　データチャネル　　　　③　Ｎｏ．７信号

　④　インチャネル信号　　⑤　個別チャネル形信号　　⑥　Ｖ．２４


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　図は、商用電源からの受電中における電子式ボタン電話装置の通話路構成を示したものであ

る。図中のＣは（　ア　）といわれ、Ｄは（　イ　）といわれている。　（４点×２＝８点）

	　①　保留タイマ回路　　　②　秘話回路　　　　　　③　保留音源回路

　④　ロックアウト回路　　⑤　トーンリンガ回路　　⑥　一斉呼出回路

　⑦　停電時着信回路　　　⑧　データ送受信回路　　⑨　電源供給回路
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　（２）　電子式ボタン電話装置の機能について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）　　　　（４点）

　　　　Ａ　電話機の内部スピーカや外部スピーカにより、音声で構内呼出しができる機能は、ページ

ングといわれている。

　　　　Ｂ　内線相互の３者で同時に内線通話ができる機能は、キャンプオンといわれている。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　電子式ボタン電話装置の主装置には、複数のプロセッサが使用されており、各プロセッサ間

の情報の授受は、一般に、（　エ　）を通して行われている。　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＲＡＭ　　②　Ｉ／Ｏゲート　　③　ＲＯＭ　　④　ＳＴＰ　　⑤　ＴＥＬＰ


　（４）　アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置では、通話路に時間スイッチを使用し

ており、アナログ通話路に必要であった複数の（　オ　）を使用しないため、装置構成が簡易

になっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　内線回路　　②　ハイブリッド回路　　③　データ伝送回路

　④　ＣＰＵ　　　⑤　空間スイッチ


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　デジタル式ＰＢＸの設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、（　ア　）機能試験では、

外線中継台で着信信号を受信中に発信者が発信呼を途中放棄し、外線からの着信信号を一定時

間（約３秒）以上受信しなくなった場合、中継台で表示した着信表示及びブザーを自動的に停

止することを確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　オートレリーズ　　②　ラインロックアウト　　③　外線キャンプオン

　④　プレシグナル　　　⑤　ページング


　（２）　ＪＩＳ　Ｘ　５１０１に規定する２５ピンインタフェースにおいて、ＤＣＥからＤＴＥへの

データ転送時のハンドシェイクでは、ＤＣＥはＤＴＥからのＥＲ（データ端末レディ）信号を

受けた後、（　イ　）信号をオンにし、ＤＴＥへの出力するデータがあることを知らせる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＲＤ（受信データ）　　②　ＣＳ（送信可）　　③　ＤＲ（データセットレディ）

　④　ＣＤ（データチャネル受信キャリア検出）　　　⑤　ＣＩ（被呼表示）


　（３）　フラットフロアケーブルの接続コネクタは、ケーブルの種類、用途、使用場所によって使い

分けている。フラットフロアケーブル中継分岐用としては、一般に、（　ウ　）コネクタを用

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　ＦＦ　　②　ＦＲ　　③　ＭＴ　　④　ＳＣ　　⑤　ＢＲ


　（４）　一般的に使用されているデジタル・テスタを用いた電子部品のテスト方法について述べた次

の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

　　　　Ａ　ダイオードの良否は、アノード側にテスタ内臓電池のプラス側が出力されるように接続し、

　　　　　直流電圧レンジで測定した順方向の電圧表示の結果で判断する。

　　　　Ｂ　電解コンデンサの良否は、テスタ内臓電池の出力端子の極性を全く考慮する必要はなく、

抵抗レンジで測定した結果で判断することができる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　ファクシミリ装置において、副走査の方向１ミリメートルの間にある走査線の本数は（　オ　）

といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　電束密度　　②　走査線密度　　③　磁束密度　　④　画素密度　　⑤　走査線数


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　メッセージの平均サービス時間が７秒、メッセージの到着間隔がランダムで、サービス時間

が指数分布のオンラインリアルタイムシステムにおいて、メッセージの平均到着数が１分間に

１８件で、端末機の設置台数が３台である端末局のサービスの平均待ち時間は、（　ア　）秒

である。ただし、平均サービス時間に対する平均待ち時間は、表－１のとおり変化する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　０．２８　　②　０．４９　　③　０．７７　　④　１．２６　　⑤　２．０３
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　（２）　一つの呼の接続が完了するためには、幾つもの交換機で出線選択を繰り返す場合が多い。呼

　　　　が経由するｎ個の交換機の出線選択時の呼損率をそれぞれＢ1、Ｂ2、・・・、Ｂｎとすれば、生

起呼がどこかの交換機で出線全話中に遭遇する確率、すなわち、総合呼損率Ｂは、（　イ　）

で表される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）
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　（３）　ある回線群の午前１０時３０分から午前１１時００分まで及び午前１１時００分から午前

１１時３０分までの各３０分間に運んだ呼数及び平均保留時間を調査したところ、表－２に示

す結果が得られた。この回線群の午前１０時３０分から午前１１時３０分までの６０分間にお

ける呼数は、（　ウ　）アーランである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　６．０　　②　７．０　　③　１０．０　　④　１３．０　　⑤　１４．２
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　（４）　ある回線群の１時間に運んだ呼数をＣ呼、その平均保留時間をｈ秒、回線使用率をηパーセ

ントとすると、（　エ　）は、１００×Ｃ×ｈ／６０×６０×ηで表される。　　　　（４点）

	　①　トラヒック量　　②　生起呼数　　③　回線数　　④　呼損率　　⑤　待ち合わせ率


　（５）　アーランＢ式は、（　オ　）のモデルにランダム呼が加わり、呼の回線保留時間分布が指数

分布に従い、かつ、損失呼は消滅するという前提に基づき、呼損率を確率的に導く式である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　入線数有限、出線数有限　　②　入線数有限、出線数無限

　③　入線数無限、出線数無限　　④　入線数無限、出線数有限

　⑤　多段接続リンク方式


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　（小計２０点）

　（１）　デジタル加入者線交換機の加入者回路にはＢＯＲＳＣＨＴの各機能を有している。このうち

Ｏ機能は、（　ア　）から加入者回路を保護するためのものである。　　　　　　　　（４点）

	　①　盗　聴　　②　停　電　　③　瞬　断　　④　過電圧　　⑤　いたずら


　（２）　デジタル式電話交換機の信号処理系装置について述べた次の二つの記述は、（　イ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

　　　　Ａ　加入者線信号装置は、ＰＢ信号受信器、可聴音（ＤＴ、ＢＴ、ＲＢＴなど）送信回路のほ

か、電話会議サービスを提供する会議回路などで構成されている。

　　　　Ｂ　中継線信号処理装置は、多周波（ＭＦ）信号送受信回路、時分割コネクタ、通話路制御装

置などで構成されている。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　デジタル交換の網同期の方式を周波数同期の観点から分類すると、独立同期方式、従属同期

方式及び（　ウ　）同期方式の３種類がある。

	　①　ビット　　②　相　互　　③　調　歩　　④　ブロック　　⑤　スタッフ


　（４）　整流装置の定電圧充電方法として、一般に、浮動充電用整流装置には、（　エ　）機能を持

たせている。（　エ　）機能とは、その整流装置の出力電流が定格値以上になった場合、その

整流装置の出力電圧を蓄電池電圧まで急激に制御するような電圧特性をいう。　　　（４点）

	　①　フライホイール　　②　リミッタ　　③　垂　下　　④　環流阻止


　（５）　据置シール鉛蓄電池は、電解液、正極板、負極板、（　オ　）、安全弁、端子、電槽・ふた等

で構成されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４点）

	　①　セパレータ　　②　ＰＴＣ　　③　ノイズ　　④　発熱剤　　⑤　電源アダプタ


解答

第１問（ア）①　（イ）⑦　（ウ）⑥　（エ）④　（オ）③

第２問（ア）③　（イ）⑥　（ウ）①　（エ）②　（オ）⑤

第３問（ア）①　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）④　（オ）②

第４問（ア）③　（イ）①　（ウ）④　（エ）③　（オ）④

第５問（ア）④　（イ）①　（ウ）②　（エ）③　（オ）①
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